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モルグレイヴ大学の賢者、「征服王カルンは死霊術師を登用していた。」と語る。 
 
シャーン発：征服王カルンの時代専門のモルグレイヴ大学の歴史学者アデーレ・コルシニアン氏は、「征服王カルンは、その在位

期間の最後に近い頃、彼の支配に刃向かおうとする陰謀を計画していると疑いを持った人物の魂を魔術で捕らえるために死霊術師

を登用していました。」という研究結果を発表して物議を醸しています。 
 
年代記の形で記された物議を醸している論文によれば、征服王カルンの在位期間最後の年に行われた、「シェケサールの追放」と

して知られる事件で処刑されたはずの反乱者が、その後も生きていたと示唆されている部分があるとのことです。「反乱者の死体は

火葬される前に頭部を切断され、その頭部を死霊術によって生かし続けることによってカルン王は、反乱者とまがいなりにもある

種の接触を維持することができた。」と、コルシニアン氏は主張しています。 
 
「ここでは、征服王カルンの思考方法を考えることが重要です。」ウィアに行われたシンポジウムでコルシニアン氏は語りました。

「征服王カルンは、すでに彼の帝国が疲弊の縁にあると考えていました。そのため彼は、自分の最も身近で信頼すべき助言者が彼

に対して反乱を計画しているのだという証拠を掴みたがっていました。彼は反乱者を処刑しましたが、密かに彼らを生かしておき

ました。」 
 
「現在では、正確にはどのような死霊術が使われたかについての情報は失われています。」とコルシニアン氏は語りましたが、恐

らくは仮初め生命を維持し、反乱者の忠誠心を得られる類であったのは確実です。 
 
これまで判明している歴史によれば、１２名の反乱者が処刑されています。」「しかし、処刑はすべて断頭で行われており、いず

れも公開されていません。このことが『シェケサールの追放』を少なくとも２つの側面で不可解なものにしています。なぜ、シェ

ケサール将軍と彼の共同共謀者は、他の反乱者が受けたような血にまみれた公開処刑をされなかったのでしょうか？」とコルシニ

アン氏は語りました。 
 
コルシニアン氏はさらに、カルンの埋葬品の中に１２個のラッカー塗りの箱があることを指摘しました。「埋葬品には素晴らしい

芸術品や強力な魔法の入れ物があるにも関わらず、なぜ１２個の箱がリストに入っているのでしょうか？これら１２個の箱が、死

霊術によって保存されていたシェケサールとその共謀者の残骸であり、征服王カルンは自分と共に埋葬したいと考えたのではない

かと、私は考えています。」 
 
征服王カルンが死亡した後すぐに彼の親戚が宮殿に押しかけ、ほぼすべての品物を奪い去ってしまったため、実際に彼と一緒に

埋葬された埋葬品はわずかなものだけでした。」とコルシニアン氏は語りました。「ラッカー塗りの箱は間違いなく１人、またはそ

れ以上の親戚によって持ち去られたことは疑う余地がありませんが、その後カルン帝国の崩壊に続いた混沌の中で失われてしまっ

たのでしょう。」とコルシニアン氏は語りました。 
 

シンポジウムにおけるコルシニアン氏の発表は、議論を引き起こしました。征服王カルンの聖地についての歴史に関する専門家

ガール・イル＝ジャルチェック卿は、シェケサール将軍とその共謀者が死霊術によって生存していたという主張は「歴史的事実か

ら直接導かれたものではなく、単なるおとぎ話に過ぎません。」と語りました。 
 
「確かに征服王カルンが才能のあるすべての種類の魔術師を登用しており、死霊術を特別に嫌っていたわけではありませんが、

だからといって死亡した死刑囚の頭部を保存していたということにはなりません。さらに興味を引かれる歴史上の疑問として、共

謀者とされている１２名すべてが反逆罪に加担していたでしょうか？ということがあります。長期に渡って実権を握り続けていた

シェケサール将軍は、宮廷の噂話によって悲劇的な誤解を受けたのです。処刑された司令官の２人であるカウとフジーリは、反逆

が判明したときに首都からはるか離れた場所で勤務しており、宮廷政治に興味を持っていなかったと証明されています。愛人のヤ

ヒーナと錬金術師のヴロールが反逆に際してどのような役割を果たしたのか、裁判記録ではほとんど触れられていません。」と、イ

ル＝ジャルチェック卿は語りました。 
 
「私やコルシニアン氏のような歴史家は、数世紀に渡って『シェケサールの追放』について行ったり来たりしながら研究を行っ

ており、今後数世紀も同様の研究を続けているでしょう。」と、イル＝ジャルチェック卿は語りました。「シェケサール将軍が有罪

であったかどうかを、死霊術で保存されているという本人の頭部に質問したいところですが、現実の歴史はそのようには働きませ

ん。」 
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